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 本稿は、2017 年年 7 月 29 日(土)から 30 日(日)にかけて行われた専修大学人文科学研究所主

















も残る境界の名残である。1873 年 4 月に明治天皇はこの地で大規模な軍事演習を行い、ここを
習志野と命名、その後も陸軍の演習場となった。船橋市から習志野市、八千代市にもまたがる
広大な敷地である。その後、騎兵連隊は日露戦争にも派遣されたが、その様子は、司馬遼太郎
                                                                 
(1) 具体的には、概説的なものとして山村一成「戦争と軍郷千葉」（三浦茂一編『図説 千葉県の歴史』河
出書房新社、1889 年）、および千葉県歴史教育者協議会編『千葉県の戦争遺跡をあるく―戦跡ガイド＆マッ



































                                                                 
(2) 小薗崇明「「軍郷」習志野を歩く」（田中・専修大学関東大震災史研究会編『地域に学ぶ関東大震災―千
葉県における朝鮮人虐殺 その解明・追悼はいかになされたか』日本経済評論社、2012 年）。 

















 総合研究調査では、7 月 29 日の 9 時に西船橋駅を貸切バスで出発、習志野の軍事施設の概要
について説明をしながら、京成大久保駅北側にある東邦大学の近くまで貸切バスで移動した。
その後、この地域を徒歩で巡った。 
 地図上の○で囲ったところが、騎兵第 13 連隊～16 連隊の駐屯地である。騎兵連隊は 1901 年
に創設され、旅団司令部はその翌年に開設された（現在の習志野市市民プラザ大久保とその南
の八幡公園のあたり）。真ん中の道路を挟んで左から第 13 連隊と第 14 連隊、そして道路の右に
第 15 連隊と第 16 連隊が駐屯していた（後に満州事変が起こると、第 13 連隊と第 14 連隊はこ
の地を離れ、そこに第 15 連隊と第 16 連隊が入った）。地図上の一番左手の三角形の区画（写真
1 では一番手前）には陸軍の衛戍病院が置かれた。後に国立習志野病院、2001 年より千葉県済
生会習志野病院となり、現在に至る。 




 総合研究の見学では、第 13 連隊から第 16 連隊が駐屯していた区画を巡り、軍事施設の遺構
を見学した。 
― 26 ― 
 バスを降りて第 13 連隊の東邦大学の正門を入り（事前に東邦大学の許可を得ている）、右手
の空地に向かった。ここには、第 13 連隊の石碑などがある。第 13 連隊碑は「騎兵第十三聯隊
跡」の古い碑と、1993 年に建てられた「騎兵第十三聯隊発祥之地」碑（1993 年）との 2 つがあ
る。新しいものは当時の船橋市長であった大橋和夫の揮毫によるものである。その他には、軍
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も新しい碑である。その他、明治天皇の歌碑、小型の馬の彫刻、「戦車第二聯隊跡」碑などが並





















 休憩後、騎兵第 15 連隊、第 16 連隊の区画に移動した。東邦大・日大構内にあった連隊碑は、
この地域では見られない。この区画には主に陸軍習志野学校関連の遺構がある。 
 陸軍習志野学校は、化学戦の研究・試験・訓練のための施設として 1933 年に設置が決まり、
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写真 7：泉児童公園の弾薬庫跡 
 
 
３．おわりに 
 
 筆者がこの地域に関心を持つようになったのは、1923 年の関東大震災朝鮮人虐殺を研究テー
マに選び、その調査の中で前述の「千葉県における関東大震災と朝鮮人犠牲者追悼・調査実行
委員会」の方々に出会ったことがきっかけであった。 
 冒頭に紹介した拙稿に記したように、騎兵連隊は「輝かしい歴史」ばかりで彩られているわ
けではない。1923 年の関東大震災時に、千葉県駐屯の軍隊は東京や横浜方面に出動した。これ
が朝鮮人虐殺の主体の一つとなったことは、すでに研究の中で明らかにされており、朝鮮人虐
殺について記された政府の公文書にも複数、習志野の騎兵連隊が登場する。だが、これまで見
たとおり大久保における碑文等には一切、騎兵連隊の加害の事実は登場しない。また、「習志野
の森」が以前はいかなる施設であったかについても、それを知ることができる説明板などはな
い。日本が化学戦で使用した毒ガスは、「大久野島で製造し、小倉で詰め、習志野で訓練し、中
国で使った」と言われる。「習志野学校」が毒ガスの訓練施設であったことが知られると、それ
は過去の加害の問題を浮き彫りにすると同時に、現在に対する近隣住民の不安ももたらしかね
ない。こうした事実は何もしないままではいずれ失われていくであろう。しかし、これをいか
に後に伝えるのかについてはこうした困難な課題もある。 
 それに加えて遺構自体の存続が危うくなっているという問題がある。衛兵所の撤去はその象
徴的な事例であるし、最後に見た民家もいずれ取り壊されるのではないかと思われる。幸いに
して東邦大学内の建物は保存の方向で検討が進められていると聞いているが、いずれにせよ、
現在残っている遺構についてのきちんとした調査が必要であろう。 
